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市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願等、各所管事項について�
詳細にわたり審査を行いました。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。�

　

委
員　

照
明
使
用
料
が
三
〇
分

単
位
に
な
っ
た
こ
と
で
利
用
者
の

負
担
は
減
る
の
か
。

　

担
当
者　

季
節
に
よ
り
日
没
の

時
間
帯
が
異
な
り
ま
す
が
、
今
ま

で
は
、
例
え
ば
二
時
間
使
用
す
る

中
で
一
時
間
の
照
明
使
用
で
も
、

二
時
間
分
の
ナ
イ
タ
ー
使
用
料
を

含
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

町
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正　

　

委
員　

申
請
手
続
き
の
う
ち
そ

の
一
部
が
民
間
機
関
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、
手
数
料
の
差
額
は
ど
の

く
ら
い
か
。
民
間
機
関
へ
の
申
請

件
数
の
拡
大
は
ど
の
程
度
か
。

　

担
当
者　

民
間
機
関
は
金
額
を

自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
市

と
同
額
と
決
め
て
い
る
民
間
機
関

も
あ
る
が
、
二
倍
、
三
倍
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
申

請
比
率
は
約
五
五
％
と
、
大
き
な

も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
民
間
に
流
れ
、

中
小
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
量
が

民
間
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

民
間
機
関
へ
の
件
数
が

増
え
る
理
由
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
分
析
を
し
て
い
る
か
。

　

担
当
者　

民
間
は
契
約
の
際
に

確
認
を
お
ろ
す
日
程
を
決
め
て
い

ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
、
工

期
の
計
算
が
で
き
、
多
少
、
手
数

料
が
高
く
て
も
、
民
間
に
行
っ
て

い
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

民
間
申
請
が
増
え
た
結

果
、
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
、
利
害
関

係
者
と
の
間
に
市
が
入
っ
て
苦
労

し
、
議
会
に
対
し
て
も
請
願
が
提

出
さ
れ
る
等
の
状
況
が
見
受
け
ら

れ
る
。
条
例
改
正
に
関
わ
る
制
度

に
は
、
大
き
な
問
題
を
秘
め
て
い

る
と
感
じ
る
が
、
国
等
に
訴
え
て

い
く
こ
と
は
、
考
え
て
い
る
の
か
。

　

委
員　

小
山
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

は
い
つ
か
ら
使
え
る
の
か
。

　

担
当
者　

四
月
一
日
オ
ー
プ
ン

し
た
い
。
た
だ
、
工
事
を
今
年
度

と
来
年
度
に
分
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
春
休
み
中
し
か
工
事
が

で
き
な
い
の
で
、
最
低
限
の
こ
と

は
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
来
年
度

に
空
調
等
を
持
っ
て
い
き
ま
す
。

　

委
員　

五
四
〇
〇
万
円
の
減
額

は
、
す
べ
て
市
の
負
担
が
軽
く
な

る
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

　

担
当
者　

財
源
構
成
で
は
、
国

費
と
都
費
を
合
わ
せ
る
と
五
三
％

強
が
補
助
金
で
、
四
割
弱
が
起
債

を
し
て
い
ま
す
。
事
業
費
が
五
四

〇
〇
万
円
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
四
％
強
が
市
費
に
な
る

の
で
、
そ
の
勘
定
で
い
く
と
そ
の

部
分
が
減
っ
た
部
分
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

委
員　

施
設
の
耐
用
年
数
に
基

準
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
の
か
。

　

担
当
者　

施
設
ご
と
に
一
定
の

耐
用
年
数
は
あ
り
ま
す
。
経
過
年

数
か
ら
い
っ
て
今
後
も
か
な
り
の

量
の
更
新
工
事
が
出
て
く
る
こ
と

町
田
市
体
育
施
設
条
例
の
一

部
改
正

町
田
市
公
共
下
水
道
根
幹
的

施
設
（
町
田
下
水
処
理
場
）

の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る

協
定
の
一
部
変
更

参
議
院
議
員
選
挙
費

　

委
員　

立
候
補
者
数
が
大
幅
に

違
っ
た
た
め
、
減
額
補
正
と
な
っ

て
い
る
が
、
町
田
市
で
行
わ
れ
る

他
の
選
挙
で
、
必
要
な
備
品
に
流

用
で
き
な
い
か
。

　

担
当
者　

市
の
単
独
選
挙
は
、

備
品
購
入
費
と
し
て
予
算
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
が
現
実
で
す
。
補

助
金
の
つ
く
選
挙
で
、
備
品
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
購
入
し
て

町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設

置
条
例
の
一
部
改
正　

　

委
員　

市
内
五
ヵ
所
設
置
に
向

け
て
と
の
話
で
す
が
、
今
後
の
整

備
計
画
と
市
民
か
ら
の
要
望
は
。

　

担
当
者　

六
月
定
例
会
で
相
原

・
堺
地
区
の
セ
ン
タ
ー
構
想
の
予

算
を
ご
可
決
賜
り
ま
し
た
。
次
の

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
忠
生
地

区
、
市
役
所
周
辺
の
方
か
ら
も
要

町
田
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

望
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
田
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

今
度
は
、
施
設
使
用
時
間
の
別
枠

で
三
〇
分
単
位
の
照
明
使
用
料
を

設
け
る
こ
と
で
、
実
態
に
即
し
た

使
用
時
間
帯
の
照
明
使
用
料
に
な

り
ま
す
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
有

利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

町
田
市
地
域
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正　

っ
た
退
職
者
医
療
が
、
法
改
正
に

よ
り
、
台
帳
確
認
で
き
る
も
の
は

市
の
職
権
で
移
行
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
町
田
市
の
場
合
、
全
員
を

退
職
者
医
療
へ
移
行
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
人
数
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
医
療
は
老
人
保
健

へ
の
移
行
が
七
〇
歳
か
ら
七
五
歳

に
変
更
に
な
り
、
七
〇
歳
か
ら
移

行
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
不
足

を
生
じ
ま
し
た
。

　

委
員　

せ
り
が
や
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
、
場
所

が
コ
モ
ン
ズ
に
移
る
ん
で
す
が
、

事
業
の
継
続
は
ど
う
か
。

　

担
当
者　

市
内
全
域
を
持
っ
て

い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ま

ま
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員　

干
支
の
制
作
の
委
託
で

す
が
、
将
来
に
わ
た
り
事
業
ま
で

決
め
て
い
く
と
第
一
条
の
目
的
達

成
に
制
約
を
か
け
る
の
で
は
。

　

担
当
者　

市
と
し
て
は
何
か
制

限
す
る
考
え
は
な
く
、
現
実
の
事

業
を
踏
み
台
に
、
さ
ら
に
保
護
者

や
館
生
に
も
喜
ば
れ
、
結
果
と
し

て
市
民
の
方
が
購
入
で
き
る
よ
う

な
製
品
開
発
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
助
成
、
助

長
し
て
い
き
た
い
。

町
田
市
授
産
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正　

　

委
員　

授
産
セ
ン
タ
ー
を
授
産

場
と
美
術
工
芸
館
に
分
け
、
な
ぜ
、

美
術
工
芸
館
を
指
定
管
理
者
に
委

託
す
る
の
か
。

　

担
当
者　

市
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
事
業
は
市
で
行
い
、
社
会
福

祉
法
人
で
可
能
な
事
業
は
、
社
会

福
祉
法
人
で
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
考
え
方
の
中
か
ら
整
理

に
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
事
業
債

　

委
員　

（
仮
称
）
三
輪
自
然
公

園
用
地
及
び
鶴
見
川
源
流
の
広
場

緑
地
保
全
費

　

委
員　

民
有
緑
地
奨
励
金
の
内

容
は
。　
　

　

担
当
者　

町
田
市
民
有
緑
地
保

全
地
域
指
定
要
綱
に
基
づ
き
、
奨

励
金
と
維
持
管
理
費
を
出
し
て
い

ま
す
。
現
在
相
原
・
小
山
区
画
整

理
区
域
内
に
民
有
緑
地
を
指
定
し
、

十
二
箇
所
、
九
万
二
〇
五
六
・
四

九
平
米
と
協
定
を
締
結
し
て
ま
す
。

　

委
員　

改
正
後
も
、
い
つ
で
も

個
人
利
用
は
可
能
な
の
か
。
ま
た
、

こ
の
時
間
帯
は
予
約
シ
ス
テ
ム
の

対
象
外
と
な
る
の
か
。

　

担
当
者　

「
い
こ
い
の
間
」
と

し
て
和
室
の
一
室
を
誰
で
も
自
由

に
使
え
る
形
で
、
午
後
一
時
か
ら

七
時
ま
で
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
時
間
帯
を
繰
り
上
げ
、
午
後

五
時
ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
時
間
帯
は
、
個
人
と
し
て
、
受

付
で
カ
ー
ド
を
提
出
し
利
用
す
る

仕
方
は
、
従
来
と
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

委
員　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
三

〇
〇
を
超
え
る
登
録
団
体
に
対
応

し
き
れ
る
の
か
。

　

担
当
者　

一
一
月
現
在
、
各
施

設
の
登
録
団
体
は
、
約
二
〇
〇
団

体
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
い

と
こ
ろ
は
、
玉
川
学
園
文
化
セ
ン

タ
ー
の
三
二
一
団
体
、
な
る
せ
駅

前
セ
ン
タ
ー
の
三
〇
四
団
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
利

用
の
内
容
が
異
な
り
、
対
応
は
十

分
な
の
か
と
い
う
点
で
は
、
決
し

て
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用

時
間
が
、
午
後
の
時
間
帯
に
集
中

し
て
し
ま
い
、
空
い
て
い
る
日
や
、

時
間
帯
へ
の
調
整
に
よ
り
、
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

委
員　

中
小
企
業
融
資
利
子
補

助
金
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
利

用
が
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

　

担
当
者　

当
初
予
算
で
、
新
規

分
も
含
め
て
、
年
間
四
五
〇
件
見

積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
貸
付
件
数

は
月
に
大
体
四
七
、
八
件
伸
び
て

い
ま
す
。

　

委
員　

ど
の
よ
う
な
貸
付
が
ふ

え
た
か
。

　

担
当
者　

二
〇
〇
三
年
度
と
二

〇
〇
二
年
度
を
比
較
す
る
と
、
全

体
で
六
二
件
ふ
え
、
特
に
運
転
資

金
が
六
八
件
か
ら
一
七
八
件
に
、

設
備
資
金
も
二
二
件
か
ら
七
〇
件

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

金
融
対
策
費

　

担
当
者　

規
制
緩
和
に
よ
り
国

に
お
い
て
民
間
確
認
制
度
が
つ
く

ら
れ
、
結
果
と
し
て
弊
害
が
生
じ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
国

は
弊
害
に
つ
い
て
、
行
政
指
導
に

よ
り
解
決
で
き
る
問
題
で
あ
る
、

と
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
市
、

国
に
お
け
る
両
者
の
認
識
に
は
、

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
必
要
な
限
り
要
請
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
費

　

委
員　

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

担
当
部
署
の
移
転
先
は
ど
こ
か
。

　

担
当
者　

技
術
職
が
必
要
な
た

め
、
増
員
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
事
務
所
で
は

入
る
こ
と
が
不
可
能
な
た
め
、
中

町
第
三
庁
舎
一
階
に
移
転
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

町
田
市
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
補
正
予
算

　

委
員　

高
額
療
養
費
な
ど
の
補

正
理
由
は
。

　

担
当
者　

従
来
、
届
け
出
制
だ

用
地
の
購
入
の
見
通
し
は
。

　

担
当
者　

（
仮
称
）
三
輪
自
然

公
園
用
地
は
、
約
一
三
％
、
面
積

は
二
万
九
二
〇
六
・
六
七
平
米
を

購
入
済
み
で
す
。
ま
だ
都
市
計
画

決
定
は
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
地

主
の
方
か
ら
買
っ
て
ほ
し
い
と
の

要
望
に
応
じ
て
、
順
次
購
入
し
て

い
ま
す
。
鶴
見
川
源
流
の
広
場
用

地
は
、
下
水
道
部
が
管
理
し
て
お

り
、
ま
だ
積
極
的
に
購
入
し
て
い

く
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
等
委
託
料

　

委
員　

内
容
の
説
明
を
。

　

担
当
者　

来
年
四
月
か
ら
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
廃
止
と
Ｂ

Ｃ
Ｇ
の
予
防
接
種
期
間
が
生
後
六

ヶ
月
ま
で
と
法
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

未
接
種
者
を
で
き
る
だ
け
今
年
度

中
に
対
応
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

補
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


